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春の運動会

四月も中ごろ

になると、草花

がいっせいに咲

きみだれ、春の ア

日ざしが心よ ア

いきょうこの を

ごろ。花見、ピ ζ 

クニックと戸外 じ

で韮しむことが でく

多くなります。 だ

ここ、市立病 さ

院では、創立ニ

十周年を記念し

て、三月二十八

日(白人ひとあ

し早く運動会が

おこなわれまし

た。 ~‘ U 丸 守 通胎 Irm 九 九~川m事詩必間1説得" 〆 ‘ f、ノt いつも白衣に 売lIi助 ふ V ザー~一事崎 者1iI自3

身をつつみ、忙

しいお医者さん

や看護婦さんた

ちも、きょうは

バン食い競争や

趣向をこらした

仮装行列にと、

家族といっしょ

に楽しい一日を

過ごしました。

ら

向陽高校にて

11 川111 川11111111111 川 111111111111 川11111 川川 11 川11111111111111111 川1I11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111i11111i11111IINlllllllllllli川iI川川川11川川11川川川11川川11川川11川川H川川H川I!!川!リ川11川川川11川川川11川川11川川川H川川H川川111川川川!リ川川11川川川11川川"川11川川11川川11川11川11川1111川H川川H川川111川H川川川111川1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIJllIIIIIIIIIIIIII川11I!1I!1I1111l111l11 川 11111111111111111111111111111 

毎月 3回 1日・10日・20日発行定価 1部 5円
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舗
装
五
カ
年
計
画

り

本年度

二
万
千
三
百
五
十
米

おおむ

土
木
行
政
に
つ
い
て

舗
装
五
カ
年
計
画
と
も
合
わ
せ
て

昨
年
度
に
引
き
続
き
道
路
舗
装
、

排
水
施
設
等
を
重
点
的
に
整
備
す

る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

失
業
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

延
べ
三
万
千
百
五
十
二
名
の
就
労

を
見
込
ん
で
お
り
、
都
市
計
画
事

業
と
し
て
継
続
実
施
中
の
西
三
域

杭
出
津
線
の
新
設
に
伴
う
用
地
買

収
及
び
物
件
移
転
な
ど
、
早
急
に

解
決
し
、
街
路
築
造
約
九
百
三
十

メ
ー
ト
ル
と
一
部
舗
装
を
実
施
す

る
計
画
で
あ
り
、
又
、
久
原
団
地

市政だより

に
児
童
公
園
一
カ
所
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
と
し

て
、
大
村
駅
、
大
曲
線
外
一
線
の

歩
道
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、
又

防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
と
し
て

四
十
五
年
度
に
引
き
続
き
西
小
路

排
水
路
の
整
備
を
実
施
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

災
害
復
旧
に
つ
き
ま
し
て
は
、

餅
の
浜
川
護
岸
工
事
外
十
七
カ
所

と
今
山
、
野
缶
線
外
二
カ
所
、
橋

り
よ
う
に
つ
い
て
は
、
北
の
川
内

二
号
橋
外
一
橋
の
復
旧
工
事
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

次
に
単
独
事
業
と
し
ま
し
て
、

市
道
の
舗
装
を
三
十
八
線
と
急
坂

広

域

農

道

生

産

流

通

建設中の矢次橋

農
林
行
政
に
つ
い
て

ま
ず
、
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備

事
業
を
四
十
六
年
度
か
ら
松
原

t

鈴
田
間
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
事

業
費
十
三
億
円
で
県
営
事
業
と
し

て
申
請
中
で
あ
り
、
乙
れ
が
採
択

に
な
れ
ば
、
広
域
農
道
を
建
設
す

る
こ
と
に
よ
り
営
農
、
選
別
、
出

荷
等
、
一
貫
し
た
生
産
流
通
を
確

立
し
、
将
来
は
こ
の
団
地
内
に
選

果
場
、
各
集
荷
場
、
貯
蔵
施
設
等

の
建
設
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
り

路
舗
装
と
し
て
三
十
一
カ
所
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
り
、
又
、
新
設

改
良
事
業
で
は
古
川
東
久
保
線
外

三
十
八
線
の
拡
巾
改
良
な
ど
と
森

園
排
水
路
外
十
六
カ
所
の
し

ゅ
ん

せ
つ
改
良
を
、
更
に
橋
り
ょ
う
新

設
改
良
工
事
と
し
て
南
川
内
五
号

橋
外
三
橋
の
架
け
替
え
な
ど
の
工

事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す

な
お
、
本
年
度
か
ら
県
央
広
域

市
町
村
圏
関
連
事
業
と
し
て
、
当

初
、
武
留
路
外
五
線
、
約
二
万
千

三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
市
道
舗
装

を
実
施
し
、
今
後
の
交
付
税
、
起

債
措
置
を
ま
っ
て
、
更
に
肉
づ
け

を
し
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

を

建

設

の

確

立

ま
す
。重

井
田
防
災
ダ
ム
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
四
十
五
年
度
で
県
の
調

査
を
完
了
し
、
四
十
六
年
度
に
お

い
て
国
の
調
査
が
お
わ
る
予
定
で

あ
り
、
大
多
武
老
朽
溜
池
の
改
良

に
つ
い
て
は
、
県
単
独
事
業
と
し

て
四
十
六
年
度
に
本
工
事
着
工
の

運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、

三
浦

1
鈴
田
閣
の
農
免
道
路
の
新

設
に
つ
い
て
も
県
に
申
請
す
る
予

定
で
あ
り
、
乙
れ
が
採
択
さ
れ
ま

す
と
大
村
市
西
北
部
の
農
免
道
路

大
規
模
農
道
と
あ
わ
せ
て
市
内
全

域
に
ま
た
が
る
横
断
の
基
幹
道
路

が
完
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

四
十
五
年
発
生
災
害
復
旧
工
事

に
つ
い
て
は
、
四
十
五
年
度
に
引

き
続
い
て
重
井
田
水
路
外
十
一
カ

所
、
重
井
田
農
地
外
一
カ
所
、
計

十
四
カ
所
を
実
施
し
、
そ
の
大
部

分
が
復
旧
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す。
又
、
農
道
舗
装
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
主
要
路
線
を

重
点
的
に
実
施
し
て
ゆ
く
計
画
で

あ
り
ま
す
。

預
託
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
よ
り
増
額
し
、
五
千
万
円
を

預
託
、
農
林
金
融
の
円
滑
化
を
更

に
お
し
す
す
め
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

住
宅
建
設
に
つ
い
て

四
十
六
年
度
か
ら
第
二
次
住
宅
建

設
五
カ
年
計
画
に
つ
い
て
、
現
在

三
百
六
十
戸
を
建
設
す
べ
く
申
請

中
で
あ
り
、
本
年
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
四
十
四
年
度
か
ら
施
行
し

て
お
り
ま
す
久
原
団
地
が
第
三
年

目
を
迎
え
、
四
十
五
戸
を
、
又
、

四
十
五
年
度
か
ら
三
カ
年
計
画
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
池
田
団
地
に

つ
き
ま
し
て
は
三
十
二
戸
、
合
わ

せ
て
七
十
七
戸
を
建
設
す
る
計
画

で
あ
り
ま
す
。
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投

票

時

間

選
挙
に
か
ら
む
祝
儀
花
輪

な
ど
は
昨
退
し
ま
し
ょ
う

おおむら

選

挙

午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で

来
る
四
月
二
十
五
日
は
大
村
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で

す
。
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ふ
だ
ん
着
の
ま
ま
一
人
も
れ

な
く
正
し
い
投
票
を
い
た
し
ま
し

ょ・っ。投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
、
四
月
十
三

日
頃
に
町
務
連
絡
員
を
経
由
し

τ

配
布
の
予
定
で
す
が
、
も
し
も
入

場
券
が
届
か
な
い
人
は
、
選
挙
管

の

主

役

は

有

権

者

地
方
自
治
は
、
私
た
ち
の
身
近

な
問
題
を
、
私
た
ち
の
選
ん
だ
代

表
者
に
よ
っ

て
処
理
す
る
制
度
で

す
。
七
十
年
代
は
、
内
政
の
年
代

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
私

た
ち
の
身
近
に
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
が
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
こ
の
一
票
が
、
明
日

の
住
み
よ
い
郷
土
と
明
る
い
政
治

市政だより(3) 

を
決
め
る
の
で
す
。

一
乙
の
一
票
が
、
私
た
ち
の
生

活
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
り
を

も
つ
か
、
も
う
一
度
考
え
よ
う

ニ
明
日
の
郷
土
を
に
な
う
の
は

青
年
の
皆
さ
ん
で
す
。
必
ず
投

票
に
は
参
加
し
よ
う
。

三
「
つ
き
あ
い
投
票
」
や

「
情

実
投
票
」
を
や
め
て
、
ほ
ん
と

う
に
自
分
の
選
び
た
い
人
に
投

理
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
関
係
出

張
所
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
内
で
住
所
の
移
動
を

さ
れ
た
人
で
も
、

投
泉
所
入
場
券

に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
な
け
れ

ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
ど
在
意

く
だ
さ
い
。

投
泉
所
に
は
入
場
券
を

投
票
所
で
は
必
ず
投
票
所
入
場

券
を
受
付
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

入
場
券
を
な
く
し
た
人
は
受
付
へ

申
出
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
に
サ
イ
レ
シ

四
月
二
十
五
日
の
投
票
日
に
は

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

火
災
と
ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
午
前
七
時
に
(
投

票
開
始
時
刻
)

一
分
間
吹
鳴
し
ま

す。

f....__.・・・・4

票
し
よ
う
。

四
選
挙
に
か
か
わ
る
お
金
や
品

物
な
ど
の
提
供
や
飲
み
食
い
な

ど
の
義
理
づ
き
合
い
は
、
勇
気

を
も
っ
て
乙
と
わ
ろ
う。

五

「
誰
に
投
票
し
た
か
わ
か
る
」

と
い
う
こ
と
を
い
う
人
も
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

投
票
は
無
記
名
で
秘
密
は
絶
対

に
守
ら
れ
て
い
る
乙
と
を
理
解

し
よ
う
。
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昭和46年 4月10日 (4) りおおむ

選
挙
の
写
真
作
品
募
集

テ
ー
マ
は
統

一
地
方
選
挙
に
お
空

け
る
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進

の
運
動
風
景
、
政
党
や
候
補
者
運

動
員
な
ど
の
運
動
風
景
、
演
説
会

ポ
ス

タ
ー
、

，投
票
風
景
、
開
票
の

状
況
、
そ
の
他
選
挙
に
関
係
の
あ

る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
特
定
の
政
党
や
候
補

者
に
有
利
、
不
利
な
条
件
を
与
え

る
も
の
は
除
き
ま
す
。

作
品
の
種
別
、
大
き
さ
、
そ
の
他

白
黒
、
カ
ラ
!
と
も
(
組
写
真
も

可
)
大
き
さ
、
キ

ャ
ビ
、
不
以
上

O
作
品
は
自
作
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す

O
応
募
作
品
は
戻
し

ま
せ
ん

O
枚
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん

O
佳
作
以
上
の
作
品
は

ネ
ガ
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
展
示

や
広
報
な
ど
に
使
用
し
ま
す

O

応
募
す
る
と
き
に
は
、

応
募
票
を

貼
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
応
募
の
際
に
は
大
村
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

送
り
先
主
催
者
あ
て
に
ご
送
付

く
だ
さ
い
。

市政だより

締
め
切
り
昭
和
四
十
六
年
六
月

二
十
日
(
当
日
消
印
固有
効
)

賞

推

せ

ん

一
点

五

万

円

特
選

一
一
ユ
点
各
一
万
円

入

選

十

点

各

三

千

円

佳
作
五
十
点
-
各

一
千
円

発
表

一審
査
の
結
果
は
、
本
年
七

月
十
五
日
発
行
の
主
催
者
の
機
関

紙
「
私
た
ち
の
広
場
」
に
発
表
す

る
と
共
に
入
選
者
に
通
知
し
ま
す

主
催
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進

全
国
協
議
会
(
郵

一
O
二
)
東

京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
i
六

麹
町
会
館
内

児手

車呈当

五

月

か

ら

支

給

対
象
者
は
申
請
書
を

市
で
は
、
本
市
に
居
住
す
る
児

童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

そ
の
保
護
者

(主
と
し
て
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
親
権
を
行
な
う
者

ま
た
は
後
見
人
も
し
く
は
乙
れ
に

準
ず
る
者
)
に
対

し
、
つ
ぎ
に
よ

り
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る
方
は

早
め
に
児
童
手
当
支
給
申
請
書
を

福
祉
事
務
所
に
ど
提
出
く
だ
さ
い

妙
宣
寺
保
育
園

四
月
一
日
か
ら
開
設

定

員

は

六

十

名

市
内
矢
上
郷

一
四
二
番
地
に
社

会
福
祉
法
人
た
ち
ば
な
福
祉
会
妙

宣
寺
保
育
園
が
四
月

一
日
か
ら
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
木
造
平
家
建
で

建
坪
二
六

一、

六
八
平
方
メ
l
卜

切
手
展
開
催

郵
便
創
業
百
年
を
記
念
し
て
、

大
村
郵
趣
会
、
大
村
郵
便
局
の
主

催
で
、
切
手
展
を
聞
き
ま
す
。

珍
し
い
切
手
三
平
枚
が
展
示
さ

れ
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
古
い
切
手
の
即
売
も
い

ル
の
広
さ
が
あ
り
定
員
は
六
十
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
保
育
園
の
通
園
区
域
は
福

重
地
区
お
よ
び
松
原
地
区
と
な
り

ま
す。

た
し
ま
す
。

期
聞
は
、
四
月
十
七
日
か
ら
四

月
十
九
日
ま
で
、
大
村
郵
便
局
会

議
室
で
聞
き
ま
す
。

交

通

止

市
道
北
川
内
線
道
路

舗
装
の
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
交

通
止
を
し
ま
す
。

一、

支
給
要
件
本
年
四
月

一日

現
在
で

つ
ぎ
の
各
号
に
該
当
す

る
保
護
者
で
あ
る
乙
と
。

付
日
-

本
人
で
義
務
教
育
終
了
前
の
児

童
を
四
人
以
上
扶
養
し
て

い
る

こ
と

(
収
容
施
設
に
預
け
て
い

る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
)
同

市

大

村

市

は

市

制

を
施
行
し
て
三

内
に
引
き
続
き
一
年
以
土
住
ん

-
十
周
年
を
迎
え
、

観
光
面
に
お
い

で
い
る
こ
と
0

・

て
も
大
き
く
飛
躍
し
よ
う
と
し
て

二
、
支
給
金
額

三
人
を
こ
え
る
い
ま
す
。
そ
乙
で

。
水
と
緑
と
花

児
童

一
人
に

つ
き
年
額
六
千
円

の

大

村

o
b
歴
史
の
ま
ち
大
村
。

三
、
受
給
手
続
き

児
童
手
当
支
の
素
顔
を
新
し
い
カ
メ

ラ
感
覚
で

給
申
請
書

(用
紙
は
福
祉
事
務

描
写
し
た
観
光
写
真
を
つ
ぎ
の
要

所
に
あ
り
ま
す
)
に
つ
ぎ
の
書

領
で
募
集
い
た
し
ま
す。

類
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

マ
題
材

大
村
の
四
季
の
自
然
景

付
受
給
資
格
者
及
び
児
童
の
属

観
、
文
化
財
、
年
中
行
事
、
建

す
る
世
帯
の
全
員
の
住
民
票
写
造
物
、
民
芸
な
ど
観
光
宣
伝
に

し
一

通

伺
そ
の
他
市
長
が

必

利

用
で
き
る
も
の
。

要
と
認
め
る
書
類

マ
サ
イ
ズ

O
才

一
部
白
黒
の
部

四
、
支
給
期
臼

五
月
六
日
か
ら
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
。

O
芳
二
部
カ

ラ
!
ス
ラ
イ
ド
の
部
出
ミ
リ
以

上
。
オ
三
部
カ
ラ
l
プ
リ

ン
ト

の
部
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
以
上
。

点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
締
切

昭

和

国
十
七
年
二
月
二

十
九
日

マ
送
り
先

海トr

y 
Z雪

場
所
大
村
市
黒
木
郷
字
北
川
内

期
間
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日

か
ら
同
年
五
月
三
十
日
ま
で
。

禁
止
及
び
制
限
全
面
交
通
止

水
道
事
業
管
理
者
に

佐
藤
忠
則
氏
就
任

大
村
市
水
道
事
業
管
理
者
田
中

二
郎
氏
は
三
月
三
十

一
日
退
任
し

後
任
に
は
四
月
一
日
付
を
も
っ
て

佐
藤
忠
則
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

市
制
三
十
周
年
記
念

観
光
写
真
募
集

市
商
工
観
光
課

マ
そ

の

他

作
品
は
目
作
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

マ
発
表
昭
和
四
十
七
年
四
月
上

旬

市

政

だ
よ
り
で
発
表
と
同

時
に
入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。

マ
賞

て
二
、
三
部
そ
れ
ぞ
れ

推
選

一
点
貰
金
二
万
円、

特
選

二
点
賞
金
七
千
円
、
入
選
十
五

点
賞
金
二
千
円
、
他
に
副
賞

な
お
、
く
わ
し
い
乙
と
は
商
工

観
光
諜
ま
た
は
観
光
協
会
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
を

希
望
の
方
は
早
め
に

身
体
障
害
者
や
、
ね
た
き
り
老

人
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
が

あ
っ
て
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に

支
障
が
あ
る
人
を
扶
養
し
て
お
ら

れ
る
低
所
得
の
家
庭
で
あ
っ
て
、

そ
の
家
族
が
そ
れ
ら
の
障
害
者
や

老
人
の
養
護
を
行
な
え
な
い
よ
う

な
状
態
に
あ
る
場
合
、
市
で
は
大

村
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
、
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員
ま

た
は
、
ね
た
き
り
老
人
家
庭
奉
仕

員
を
派
遣
し
、
家
事
、
看
護
、
相

談
及
び
助
言
等
の
仕
事
を
行
な
わ

せ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
派
遣

回
数
は
、
一

世
帯
当
り
週

一
回
以

上
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
家
庭
奉

仕
員
の
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
方
は

福
祉
事
務
所
に
申
し
出
て
く
だ
さ

J
V
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